
第５回 幹事会 H29.４.26
県管理河川への拡大に伴う協議会の対応
今後の予定について確認
取組方針に基づく構成機関の取組状況の共有 等

下流

今後の予定（案）

Ｈ28.5.25 第１回 協議会

○規約制定
○減災の目標設定

Ｈ28.8.31 第２回 協議会

○減災に係る取組方針の決定

第４回 幹事会 H29.2.21
県管理河川への拡大に伴う協議会の対応
取組方針に基づく構成機関の取組状況の共有 等

Ｈ29.5.23 第３回 協議会

○規約改正
○取組状況の報告・フォローアップ 等

次年度以降、毎年出水期（５月末）までに協議会・幹事会を開催

第５回幹事会までの取り組み

第３回 幹事会 Ｈ28.10.17
スケジュール及び実施内容の確認
今後の活動方針の確認 等

幹事会 四半期毎
取組方針に基づく構成機関の取組状況の共有 等

第１回 幹事会 Ｈ28.6.27
規約 別表構成員追加
スケジュール及び実施内容の確認
取組状況の共有・内容に関する調査依頼 等

第２回 幹事会 Ｈ28.7.25
減災に係る取組方針（原案）の確認
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平成２９年度 ソフト対策の主な取組

危機意識の高揚に向けた啓発活動、情報発信の強化を実施
（「知る」ための取組）

①広域的な危機管理演習の実施

②洪水リスクに関する住民意識調査の実施・公表
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①広域的な危機管理演習の実施

洪水に対してリスクの高い箇所で堤防が決壊し
た場合に、市町境を越え広範囲の浸水が予測さ
れる。

・地区全域が浸水すると予測される箇所におい
ては広域避難の検討が必要である。
・被害の最小化を目指し、早期復旧の実現のた
め関係機関で実践的な演習が必要である。

吉野川下流域において堤防が決壊した場合には、市町境を越え広範囲かつ長期に及ぶ浸水が予測されます。このた
め、市町境を越える氾濫に対して、人的被害の回避、被害の最小化を目指し、社会基盤の早期復旧を実現するため、関
係機関参加の下、支川氾濫による水害から計画規模及び想定最大規模への水害の拡大に伴う段階的な住民避難など
を組み込んだ実践的な広域演習を実施するとともに、広域避難のあり方についても検討します。

平成２７年度総合防災訓練実施状況

対象 実施時期
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右岸 平成29年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

左岸 平成30年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○実施時期・実施する機関

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の５万分の１地形図を複製したものである。（承認番号 平２８情複第１００号）

洪水浸水想定区域図（想定最大規模）
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②洪水リスクに関する住民意識調査の実施・公表
（１）アンケート実施の背景

内 容

実 施 時 期 平成29年６月頃配布、３週間程度で回収を予定

実 施 対 象 想定最大規模浸水想定区域

調 査 方 法 各自治体から対象地域の自治会を通じて配布予定

配 布 数 約7,000世帯

（３）アンケート調査項目（案）

○想定最大規模降雨の洪水に対して、人的被害の回避、被害の最小化、社会基盤の早期復
旧を実現するためには、洪水特性・地域特性等に適応したソフト対策の実施が必要不可欠
である。

○今後のソフト対策を推進するにあたり、吉野川流域の浸水区域内の住民を対象として、洪水
に対する意識調査を実施するものである。

（２）アンケートの実施概要（案）

内 容

属 性 性別、年齢、お住まいの地域、水害の経験の有無 など

共 通 設 問 ◆避難情報に関する理解度 ◆情報伝達方法の充実度
◆洪水リスクに関する認知度 ◆避難行動の重要性に関する認識度
◆水防活動の重要度 など

地 域 別 設 問 ◆各自治体の防災に関する取組の『認知度』 『重要度』 『満足度』 など
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②洪水リスクに関する住民意識調査の実施・公表
（４）アンケート結果の整理【見える化】及び分析

○アンケートの結果を整理し、下図に示すような【見える化】を行うことで、洪水に対する住民意識の
現状や、地域特性等を分析し、今後必要なソフト対策の取組につなげるための参考とする。

２）流域単位での結果整理イメージ１）各市町単位での結果整理イメージ

・６つの指標により、住民意識の現状や地域特性等
について分析する。

◆設問例：

・重要度、満足度
の視点から、
今後進めていく
取組の優先度等
について分析す
る。

３）各市町の取組に関する結果整理イメージ

・各設問の
選択回答
の比率か
ら流域特
性等を分
析する。
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